
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ワークショップ（ＷＳ）の目的は・・・ 

1.みんなでつくる 

2.新しい学校をつくる 

3.完成後に上手く使ってもらえるように 

★今年度は…地域ＷＳと学校 WS それぞれ

で幅広く意見をいただき、それをもとに、

検討委員会でコンセプト・整備方針を決め

て、基本計画をまとめていきます。 

★学校はまちづくり…50 年先を⾒据えた

未来志向の学校をつくりましょう。地域が

支える学校、地域を支える学校を、みんな

でつくっていきたいと考えています！ 

昨年度、高野口中学校の移転改築先を検討する委員会を開催し、

旧応其中学校跡が適地との答申をもとに整備場所を決定しました。 

本年度はこの委員会で、学校の基本計画に関

する審議をいただいています。「みんなでつくる

高野口中学校」ということで、本日の「地域ＷＳ」

と中学校では「学校ＷＳ」を開催し、みなさんの思

いを出していただきながら、検討委員会で検討

していただく材料としていきたいと思います。 

主催者あいさつに続いて、事務

局からＷＳの趣旨や今後のスケジ

ュール等の説明を聞きました。 

みんなでつくる 
高 野 口 中 学 校 

【地域ワークショップ】 
NEWS LETTER ① 

 
 第1回：「この地域らしい学びと育ちを考えよう!」 

6 月 14 日（日）の午後、高野口地区公民館の研修室で、高野口中学校

移転改築に伴う地域ワークショップを開催しました。参加者は、小・中学

生から大人までの市民に運営スタッフも含めて 22 人でした。 

前半は、設計チームからワークショップ（以下ＷＳ）のねらいやスケジュ

ール、事例紹介を聞いたあと、話しやすい雰囲気をつくるアイスブレイク

（ときほぐし）をしました。休憩を挟んで後半は、4 つの段ボール製円卓に

分かれこの地域の「ここがスキ！」「ここがイヤ！」を出し合ったあと、最後

に「地域らしさを活かした未来の学校って？」をテーマにグループで１つ

の未来川柳をまとめて全体で発表・共有しました！ 

高野口中学校移転改築に伴う 
地域ワークショップ 2026 
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はじめに 1 

令和 13 年度「開校」を目指して進めていきたいと考えています。 

この大きなプロジェクトは、単に新しい校舎を建てることだけがゴ

ールではないと考えています。学校は、子どもたちが１日の大半を過

ごす場所であると同時に、地域のみなさんのコミュニティ拠点にも 

なる。これまで以上に高野口中が「地域と共に

ある学校」になっていくだろうと思います。 

 そこで、基本計画の段階から、みなさんの

声をいただき、設計に反映していくために、

このワークショップを企画しました！ 

おはなし 
（株）東畑建築事務所より ２ 

３ ときほぐし 
（アイスブレイク） 
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2 人 1 組になって、簡単なゲーム

や自己紹介を通して、話がしやすい

雰囲気づくりを行いました。 

コミュニケーションのコツ 
「聴く」ことが大事です。 

相手の「目」を見て、 

「耳」で入れ、 

「心」に刻む 

「傾聴」を心がけよう！ ファシリテーター

TAKEZO 

設計チームからはＷＳの目的や進め方、 

未来志向の学校の事例紹介がありました。 

 



 

 

 

 

★少子高齢化 
★つながり・助け合い・集いの場が減った 
★道路が狭い 
・交通アクセスが悪い・車がないと不便・坂が多い 
・遊び場が少ない（子ども・若者の居場所・公園） 
・空き家が多い・商店が減った・夜暗い など 

 

 
 
 
 

ひとことアンケートより 

子どもならではの意見がすごいきちょうなんだなと

思い、いい交流ができたとかんじています。この意見

を大切にしていきたいです。また来たいと思っていま

す／今日は、どんな話し合いになるんやろうと思い参

加しましたが、すごく楽しかったです。自分たちで学校

をつくっていくんやなあと実感しました／子どもたち

がしっかりした考えを持っていることが分かり、うれし

かった。小学生・中学生の参加により、いろんな意見が

出された／地域への熱い思いを実感した。もっと人を

呼び込む必要性（良い案を持ってる人多い） など 
 

4 えんたくん会議「地域らしさを活かした未来の学校って？」 

自然と歴史 
人を紡ぐ 
大きな学舎（まなびや） 

Cグループ 

かよいたい  

いきいきと 

Bグループ 

4 グループに分かれ、ダンボール製の円卓を囲んで「この地域のここがスキ！（強み・魅力）」と「この地域の

ここがイヤ！（弱み・課題）」のアイデアを付箋で出し合ったあと、最後に、「地域らしさを活かした未来の学校（夢・理

想）」をグループで１つの「ワクワク未来川柳」にまとめ、全体で発表・共有しました！ 

 

橋 本 市 教 育 委 員 会  教 育 総 務 課  
☎ 0736-33-1119（直通） 
✉ edusomu@city.hashimoto.lg.jp 

設計・ワークショップ運営チーム  
（株）東畑建築事務所、まち楽房有限会社 

地域の良い点「歴史」「自

然」「人情」の 3 本柱を川柳

に盛り込みました。学校の

敷地や建物は小さくても学

校のスケール、中身は大き

くいけたら！と思います！ 

そして「地域を引っ張る学校」「通いたくなる学校」などの

フレーズが出てきた。川柳の「かよいたい」には、地域の

人々と学生の「心の通い合い」の意味も込めています！ 

元気よく  
みんな集える  
交流施設 

Aグループ 

出会いの地 
みんなで輪になる 
いこいの場 

Dグループ 

「仲がいい」「人口減

少」など「人」についての

アイデアが多く出まし

た。その他、プラス面で

は「水がきれい」「緑がい

っぱい」、「高野山が見え

る」「治安がいい」など。 

この地域のここがスキ！（強み・魅力） 
★自然が豊か（みどり、水がきれい、山・川） 
★人がイイ！（地域のつながりが強い） 
★歴史がある（文化財がある、街道筋の街なみ） 
・お年寄りが元気   ・子ども達が元気 
・高野山が見える   ・世界遺産の玄関口 
・昔からの祭りがある ・飲食店が多い 
・住みやすい・子育てしやすい・平和・安全 など 

 

 
 
 

 悪い所は、「ドラッグストアが異

常に多い！」「公園が少ない」「道

路が狭い」「居場所がない」。 

 良い点は「歴史・文化財が多

い」「人が良い」、「非常に平和」。 

この地域のここがイヤ！（弱み・課題） 

プラスの点は、「自然が豊か」

「地域の方々が優しくて関わりや

すい」。マイナスの面は「登校中

の見守りが少ない」「車がないと

不便」「交通の便が悪い」など。 




